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地質調査所あ組織改編について

企画室
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写真1本所庁舎の全景①研究本館②海洋実験棟

⑦野外機器･車靹整備棟⑧地質標本館

③深部地質実験棟

④実験地学研究棟⑤放射能検層棟⑥試作棟

はじめに

地質調査所では昭和63年10月1日から大幅な組織の

改編を行うことにたった.この度の改編は明治15年

の当所創立以来戦後では昭和24年に次いで大観模たも

のといえる.以下において組織改編の概要を紹介す

る.

且.本所

地質調査所(写真1)では企画室･総務部以下8研究

部体制に新たに部相当の組織として地質情報センタｰ

及び地質標本館が加わった.これに反し地方出張所

2所を閉所するとともに組織の内容･名称にも欠きた

変化がある.

地質調査所における新旧の組織･名称は第1表に示

すとおりである.地質部はほぼ従来通り地質図の作成

を目的とする地質の調査･研究等の業務を行うがこれ

まで同部所属の地質標本課は地質標本館へ移行する.

海洋地質部については部課名の変更はなく従来通りの

研究業務内容で進められる.･環境地質部には新たに火

山地質課が増設され水資源課が水文地質課に名称を変

える.環境地学分野の中で地震･火山等による防災に

係わる地質部門の強化が図られる.

資源部門については地殻熱部を除いて欠きた変更があ

る.鉱床部は鉱物資源部と部の名称カミ変わるとともに

課名もすべて改められ鉱物資源の分布･存在量等の解

析に係わる研究に一つの主点カミ置かれる.燃料部も燃

料資源都と部の名称が変更になるとともに課名も改め

られ化石燃料資源の調査研究として生成機構資源

賦存状況の解析並びに資源評価の研究等に主点が置かれ

る.
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地殻の物理化学的性状等の基礎的性格の強い研究につ

いては地殻物理部及び地殻化学部において行われる.

従来の物理探査部は部名並びに各課の名称が変更される

とともに基礎部としての性格が強くだる.物理探査

技術についての研究は従来通り地殻物理部において行

われる.地殻化学部は従来の技術部を構成する4課の

うち2課が母体の構成となる.すたわち化学課が地球

化学課にまた地球化学課が同位体地学課と名称を変更

するとともに基礎的性格の強い地殻構成物質の化学的

特性や地殻における元素の挙動に関する調査研究並び

に同位体を利用した岩石･鉱物等の成因･年代等に関す

る研究等が行われる.

地質情報部門についてはその強化を図るため旧技術

部の地形課資料室及び地質情報解析室が一つにまとめ

られ地質情報センタｰとたる.新設の地質標本館に

は前述の地質部地質標本課旧技術部特殊技術課が移

り画課の名称は地質標準課と試料調製課に変わる.

たお今回の組織改編に先行し本年度初めから首席研

究官が認められている.

総務部関係では以前庶務課に所属していた各部事務

係が半分の4係に縮小され業務課所属に変わる.こ

れまで事務係は各研究部の研究室と一緒に本館3-7

階に分散してあったが今回の組織改編では1階の業務

課内に集中する.

2｡支所･出張所

北海道支所は5課から3課へ組織を縮小しそのうち

の二つの研究課も名称を変える(第1表).また仙台

市にある東北出張所と名古屋市にある名古屋出張所はそ

れぞれ閉所される.従来の大阪(大阪市)中国(広島

市)及び九州(福岡市)の各出張所は名称を近畿･中部

中国･四国及び九州地域地質センタｰにそれぞれ改めら

れかつ組織の充実強化が図られる.たお四国出張

所は既に昭和60年7月に閉所された.第2表には本所

及び各出先の所在地を示す.

東北出張所にあった約1,500点のマソガソ鉱物を主と

する南部鉱石標本は本年7月に本所ヘカラスケｰスと

もに搬入され海洋実験棟2階ロビｰに展示されている

(六号9-10べ一ジ参照).

第1表地質調査所の組織の名称変更

(新組織)

企画室

首席研究官

総務部

地質部一一E鱗嚢

榊一瞬111

一“1灘

堆殻熱部一{嚢灘護

(旧組織)

企画室

首席研究官

総務部

灘1=ト111

磯嚢:トｰ繍

11嚢ポｰ

鱗蓬議≡トｰ地殻熱部
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企画室

[姦震嚢墓嚢

鉱物費源部一iL綴騒

燃料資源部一一{嚢簸震譲

地殻鰯一{嚢灘

地殻化学部一一{離灘撃課

国際協力室

榊ン1一{灘ボ

地質標本館一一{鶉簸嚢

地質相談所

北海道支所一{鱒嚢

近畿･中部地域地質センタｰ

中国･四国地域地質センタｰ

九州地域地質センタｰ

嬢1∵111

碧綴ユｰ燃料部

応用姦鑑ヨｰ一物理雛部

綴驚1:ト111

地質情報解析室

地質標本館長

海外地質調査協力室

資料室

地質相談所

111ギｰ

東北出張所

名古屋出張所

犬吸出張所

中国出張所

九州出張所

第2表

地質調査所所在地一覧

本所

北海道支所

近畿･中部地域

地質センタｰ

中国･四国地域

地質センタｰ

九州地域

地質センタｰ

〒305茨城県つくば市東1丁目1番3号

〒060札幌市中央区南1条西18丁目291番地

〒540大阪市東区法円坂町6番25大阪合同庁舎第2号館別館

〒730広島市中区上八丁堀6番30号広島合同庁舎内

〒815福岡市南区塩原2丁目1番28号

通商産業省福岡総合庁舎内
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